
〈SJ22-12223より抜粋して作成〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

＜重 要＞

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償

プラン
1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円 550円

65,000円

32,500円

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

＊3月末までに契約手続きが完了し、前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

特定感染症
重点プラン

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

https://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラから

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ
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今号ではSDGsについて特集しました。SDGsは私たちの日常生活と深く関わっていることが、お分かりいただけたのでは
ないでしょうか。持続可能な社会の実現に向けて、一人ひとりができることから取り組んでいきたいですね。

※

『
明
る
い
社
会
』は
、赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
助
成
金
を
受
け
て
作
成
し
て
い
ま
す

No.699

じぶんの町を
良くするしくみ。

赤い羽根共同募金
ここにも役立てられています
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寄付・寄贈のご報告
授産製品紹介「きらきらマルシェ」
レポート 第70回北海道社会福祉大会を開催

 特 集　「福祉とSDGs ～持続可能な社会を実現するために～」 2

道内福祉施設･事業所･団体紹介「はぁとステーション」
共同募金会からのお知らせ

「ほっとチャンネル」①市民活動団体の取り組み
　　　　　　　　　　　②市町村社会福祉協議会の取り組み 
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（Sustainable Developm
ent Goals

）
の
こ
と
で
、

２
０
１
５
年
９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た

「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」

に
記
載
さ
れ
た
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
持
続
可
能
で
よ

り
よ
い
世
界
を
目
指
す
国
際
目
標
で
す
。
17
の
ゴ
ー
ル

（
目
標
）
と
そ
の
下
の
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
具
体

目
標
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
前
身
の
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（M

illennium
 

Developm
ent Goals

：
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
）が
、

特集

～持続可能な社会を実現するために～

福祉とSDGs

　近年、SDGsの実現に向けた取り組みに注目が集まっています。
　SDGsは世界共通の目標であり、国内、道内においても、行政や企業、
団体、個人等が、それぞれの立場から必要な取り組みを進めています。
　今号では、SDGsの理念や具体的な目標について解説するとともに、特
に福祉と SDGs のつながりに焦点を当てて、道内で実際に行われている
取り組みについてご紹介します。

主
に
開
発
途
上
国
向
け
の
目
標
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
先
進
国
も
含
め
、
す
べ
て
の
国
が
取
り

組
む
べ
き
普
遍
的
な
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
の
た
め
に

　

た
と
え
ば
、
節
電
と
地
球
温
暖
化
の
関
係
か
ら
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

　

私
た
ち
は
日
々
の
生
活
の
中
で
、石
油
や
天
然
ガ
ス
、

石
炭
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は

２
０
１
９
年
度
、
そ
の
約
85
％
を
化
石
燃
料
が
占
め
て

い
ま
し
た
。

３．すべての人に健康と福祉を
あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、
福祉を促進する

５．ジェンダー平等を実現しよう
ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児のエン
パワーメントを行う

２．飢餓をゼロに
飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養の改善を実現し、
持続可能な農業を促進する

４．質の高い教育をみんなに
すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、
生涯学習の機会を促進する

１．貧困をなくそう
あらゆる場所あらゆる形態の貧困を終わらせる

６．安全な水とトイレを世界中に
すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理
を確保する

SDGsの17のゴール（目標）は、次のとおりです。

SDGsSDGsのの1717ののゴール（目ゴール（目標）標）

2023年度・明るい社会  第１号・②



７．エネルギーをみんなにそしてクリーンに
すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的
なエネルギーへのアクセスを確保する

９．産業と技術革新の基盤をつくろう
強靱なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促
進及びイノベーションの推進を図る

14．海の豊かさを守ろう
持続可能な開発のために、海洋・海洋資源を保全し、持
続可能な形で利用する

11．住み続けられるまちづくりを
包摂的で安全かつ強靱で持続可能な都市及び人間居住を
実現する

16．平和と公正をすべての人に
持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、す
べての人々に司法へのアクセスを提供し、あらゆるレベル
において効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する

８．働きがいも経済成長も
包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全
かつ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用を促
進する

13．気候変動に具体的な対策を
気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる

10．人や国の不平等をなくそう
国内及び各国家間の不平等を是正する

15．陸の豊かさも守ろう
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続
可能な森林の経営、砂漠化への対処ならびに土地の劣化
の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する

12．つくる責任つかう責任
持続可能な消費生産形態を確保する

17．パートナーシップで目標を達成しよう
持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバ
ル・パートナーシップを活性化する

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
す
ぎ
る
こ
と
で
、
化
石
燃
料
を

た
く
さ
ん
燃
や
す
だ
け
で
な
く
、
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ

る
二
酸
化
炭
素
も
大
量
に
排
出
す
る
こ
と
と
な
り
、
地

球
温
暖
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

日
本
の
家
庭
で
使
っ
て
い
る
電
気
は
、
化
石
燃
料
を

使
っ
た
火
力
発
電
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
電
気
を
使

用
す
る
こ
と
が
二
酸
化
炭
素
の
排
出
に
つ
な
が
る
と
い

え
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
電
気
の
使
い
方
を

見
直
し
、
節
電
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
電
気
代

の
節
約
だ
け
で
は
な
く
、
二
酸
化
炭
素
排
出
の
抑
制
、

地
球
温
暖
化
の
防
止
に
貢
献
で
き
る
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
こ
の
こ
と
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
ゴ
ー
ル（
目
標
）

に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、「
1３
．
気
候
変
動
に
具

体
的
な
対
策
を
」
の
実
現
に
あ
た
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
、
す
な
わ
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

課
題
の
解
決
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
密
着
し
て
お
り
、

行
政
や
企
業
、団
体
に
よ
る
取
り
組
み
だ
け
で
は
な
く
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。

　

次
頁
以
降
で
は
、
福
祉
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
つ
な
が
り
に

着
目
し
、
道
内
の
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

＊
参
考
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持
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開
発
目
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Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
）と
日
本
の
取
組
」

　

�　
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w
w
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�
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団
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エ
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マ
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ト
ラ
イ
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�
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２
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／
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閲
覧
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「
つ
く
る
責
任
つ
か
う
責
任
」が
作
り
出
す
豊
か
な
社
会

札
幌
学
院
大
学　

経
済
経
営
学
部
教
授　

橋
長 

真
紀
子 

氏

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
ゴ
ー
ル
（
目
標
）
の

う
ち
、「
1２
．
つ
く
る
責
任
つ
か
う
責
任
」

は
、
生
産
者
と
事
業
者
、
そ
し
て
消
費
者

が
日
常
の
活
動
の
中
で
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
目
標
で
す
。
食
品
を
扱
う
事
業
者

や
消
費
者
が
そ
の
生
産
・
消
費
の
過
程

で
、
食
品
ロ
ス
を
半
減
さ
せ
る
こ
と
や
、

廃
棄
物
の
発
生
を
防
止
・
削
減
し
、
再

生
・
再
利
用
を
す
る
こ
と
に
よ
り
廃
棄
物

の
発
生
を
抑
制
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
は
、

開
発
途
上
国
の
貧
困
層
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
保
護
す
る
形
で
開
発
を
行
う
こ
と
な
ど

が
、
具
体
的
な
対
策
と
し
て
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

開
発
途
上
国
の
人
々
の
生
活
を
助
け
る

仕
組
み
と
し
て
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
が
あ

り
ま
す
。
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
は
、
文
字
ど

お
り「
公
平
・
公
正
な
貿
易
」の
こ
と
で
、

開
発
途
上
国
の
原
料
や
製
品
を
適
正
な
価

格
で
継
続
的
に
購
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

立
場
の
弱
い
開
発
途
上
国
の
生
産
者
や
労

働
者
の
生
活
改
善
と
自
立
を
目
指
す
貿
易

の
仕
組
み
を
い
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
た
私
た

ち
は
、
輸
入
に
頼
る
生
活
の
リ
ス
ク
を
再

認
識
し
、
国
内
で
の
地
産
地
消
に
力
を
入

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
の
国
内
版
と
い
え
る
ウ
ェ
ル
フ

ェ
ア
（
福
祉
）
と
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
融

合
さ
せ
た
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
は
、

障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
、
社
会
的
に
立
場

の
弱
い
方
を
支
援
す
る
仕
組
み
と
し
て
、

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、札
幌
市
内
で
は
今
年
５
月
、

大
学
と
福
祉
事
業
所
の
連
携
に
よ
り
、
ウ

ェ
ル
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
お
菓
子
「
シ
ョ

コ
ラ
サ
ン
ド
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
本
学

の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
サ
ー
ク
ル
の
学
生
が

企
画
し
た
も
の
で
、
製
造
・
販
売
は
特
定

非
営
利
活
動
法
人
オ
ー
ク
会
の
利
用
者
が

行
っ
て
い
ま
す
。
５
月
の
「
あ
つ
べ
つ
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
ま
つ
り
」
や
６
月
の
「
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
in
さ
っ
ぽ
ろ
」

で
販
売
を
行
っ
た
ほ
か
、
オ
ー
ク
会
が
運

営
す
る
「
焼
き
菓
子
と

パ
ン
の
店　

ぱ
る
」、

札
幌
市
役
所
の
売
店
で

も
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
生
産

者
や
事
業
者
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
念
頭
に
入
れ
た
事

業
活
動
を
行
う
こ
と

で
、
社
会
や
環
境
、
人

に
優
し
い
商
品
が
市
場

に
並
び
、
品
質
の
良
い

商
品
が
消
費
者
の
手
元

に
届
く
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
消
費
者
が

社
会
や
環
境
、
生
産
者

に
配
慮
し
た
商
品
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
社
会
的
意
義
の
あ
る
事
業
活
動

へ
の
変
革
が
促
さ
れ
、
持
続
可
能
な
生
産

と
消
費
の
連
関
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
結

果
と
し
て
、
よ
り
豊
か
で
成
熟
し
、
す
べ

て
の
人
が
生
活
し
や
す
い
社
会
が
形
成
さ

れ
て
い
く
の
で
す
。

ウェルフェアトレードのお菓子
「ショコラサンド」
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社
会
福
祉
法
人
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
広
め
よ
う

社
会
福
祉
法
人
南
幌
福
祉
会

福祉とSDGs特 集

●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に

 
着
手
し
た
背
景

　

当
法
人
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
心
を
持
っ
た

の
は
２
０
１
９
年
頃
で
す
。
法
人
経
営
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
際
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
と
い
う
言
葉
を
聞
く
機
会
が
増
え
て

き
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
が
国
際
社
会
共
通
の
目
標
で
あ
る
な

ら
、
法
人
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
共

有
し
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と
感
じ
、
具

体
的
な
取
り
組
み
を
検
討
し
は
じ
め
ま
し

た
。

　

実
際
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
ゴ
ー
ル
（
目

標
）
を
み
る
と
、
福
祉
従
事
者
が
日
常
的

に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念

に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
が
付
き

ま
し
た
。
既
存
の
活
動
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
枠

組
み
を
通
じ
て
可
視
化
す
る
こ
と
が
、
福

祉
業
界
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と

に
つ
な
が
る
と
考
え
、
取
り
組
み
を
開
始

し
ま
し
た
。

●
具
体
的
な
取
組
内
容
と
効
果

　

２
０
２
０
年
11
月
に
北
海
道
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録
し
、

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
度
の
事
業
計
画

で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
ゴ
ー
ル
（
目
標
）

の
う
ち
９
つ
を
重
点
課
題
と
し
て
掲
げ
、

取
組
内
容
を
設
定
し
ま
し
た
。
福
祉
の
実

践
そ
の
も
の
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
現
の
た
め
の

実
践
で
あ
る
と
認
識
し
、
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、「
４
．
質
の
高
い
教
育
を

み
ん
な
に
」
に
つ
い
て
は
、
福
祉
人
材
不

足
が
嘆
か
れ
て
い
る
中
、
栗
山
町
の
北
海

道
介
護
福
祉
学
校
と
連
携
し
、
実
習
を
通

し
て
介
護
の
専
門
性
や
や
り
が
い
、
魅
力

を
伝
え
て
い
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま

す
。
実
習
を
終
え
た
後
、
学
生
が
当
法
人

の
施
設
に
就
職
し
た
い
と
言
っ
て
く
れ
る

こ
と
に
、職
員
も
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
９
．
産
業
と
技
術
革
新
の
基

盤
を
つ
く
ろ
う
」
は
、
福
祉
と
は
似
つ
か

わ
し
く
な
い
目
標
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
当
法
人
で
は
、
介
護
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
の
考
え
方
に
も
と
づ
き
、

最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
利
用
者
へ
の
ケ
ア
の
質

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
当
法
人

が
運
営
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
南
幌
み
ど
り
苑
で
は
、
２
０
２
１

（
令
和
３
）年
度
か
ら
２
０
２
２（
令

和
４
）
年
度
に
か
け
て
「
全
国
老
施

協
版
介
護
Ｉ
Ｃ
Ｔ
実
証
モ
デ
ル
事

業
」
を
活
用
し
、
見
守
り
機
器
や
ナ

ー
ス
コ
ー
ル
を
導
入
し
ま
し
た
。
効

果
と
し
て
、
利
用
者
の
覚
醒
状
況
に

応
じ
た
排
泄
介
助
の
促
進
や
夜
間

の
訪
室
業
務
の
負
担
軽
減
な
ど
、
利

用
者
の
自
立
支
援
の
み
な
ら
ず
、
職
員
の

業
務
負
担
の
軽
減
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

●
今
後
の
展
望
や
期
待

　

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
取
り
組
み
を

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
通
し
て
発
信
す
る
こ

と
は
、
法
人
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
な

が
り
、
福
祉
の
仕
事
の
や
り
が
い
や
魅
力

を
伝
え
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
貢

献
・
地
域
貢
献
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
法

人
と
認
識
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
人
材
の
確
保
・
定
着
・
育
成
に
も
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
「
社
会
福
祉
法
人
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
広
め
よ
う
」
と
い
う
意
識
を
も
ち
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

当法人の職員と北海道介護福祉学校の実習生
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2023年赤い羽根ピンバッジ

エゾナキウサギ 初音ミク

　
救
護
施
設
東
明
寮
は
、
昭
和
42
年
６
月
に
帯

広
市
が
道
東
唯
一
の
救
護
施
設
と
し
て
開
設
し

た
施
設
で
、
平
成
12
年
４
月
に
当
法
人
に
運
営

の
権
限
が
移
譲
さ
れ
た
後
、
平
成
15
年
８
月
に

現
在
の
場
所
に
移
転
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
。

■
救
護
施
設
を
ご
存
じ
で
す
か

　
救
護
施
設
は
生
活
保
護
法
に
も
と
づ
い
て
設

置
さ
れ
て
お
り
、
身
体
や
精
神
の
障
が
い
や
何

ら
か
の
課
題
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
、
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
困
難
な
方
々
が
入
所
し
て
い

ま
す
。
東
明
寮
で
は
こ
れ
ま
で
、
道
東
地
域
を

中
心
に
、
生
活
に
困
窮
す
る
方
々
を
受
け
入
れ

て
き
ま
し
た
。
道

内
で
は
東
明
寮
の

ほ
か
、
札
幌
市
、

函
館
市
、
歌
志
内

市
に
計
８
か
所
の

救
護
施
設
が
あ
り

ま
す
。

　
東
明
寮
で
は
、

入
所
支
援
の
ほ
か
、

地
域
生
活
を
目
指
し
て
生
活
訓
練
を
行
う
居
宅

生
活
訓
練
事
業
、
地
域
移
行
後
の
生
活
や
地
域

で
暮
ら
す
障
が
い
者
や
生
活
困
窮
者
を
支
援
す

る
保
護
施
設
通
所
事
業
、
一
時
入
所
事
業
、
生

活
困
窮
者
認
定
就
労
訓
練
事
業
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■「
も
う
一
度
地
域
に
出
て
暮
ら
し
た
い
」を
応
援

　
時
代
と
と
も
に
救
護
施
設
に
求
め
ら
れ
る
役

割
も
変
化
し
、
東
明
寮
で
も
地
域
生
活
と
の
循

環
型
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
平

成
22
年
に
居
宅
生
活
訓
練
事
業
を
開
始
し
ま
し

た
。
平
成
24
年
10
月
、
訓
練
を
終
了
し
た
利
用

者
の
生
活
の
場
と
し
て
、
障
が
い
者
共
同
生
活

援
助
事
業
所
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
せ
せ
ら
ぎ
」

を
開
設
し
、
同
時
に
地
域
で
の
生
活
を
支
え
る

た
め
、
東
明
寮
通
所
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
地
域
で
生
活
す
る
障
が
い
者
や
生

活
困
窮
者
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
平
成
30
年
に

は
生
活
困
窮
者
就
労
訓
練
事
業
の
認
定
を
受
け
、

「
地
域
暮
ら
し
安
心
相
談
会
」
を
市
内
２
か
所

で
開
始
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
入
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
本
来
目
指
し
て
い
た
活

動
は
ま
だ
道
半
ば
で
す
が
、
施
設
に
入
所
し
た

後
で
も
「
も
う
一
度
地
域
に
出
て
暮
ら
し
た

い
」
と
い
う
利
用
者
の
思
い
を
応
援
し
て
い
ま

す
。

■
福
祉
の
拠
点
と
し
て
地
域
と
つ
な
が
る

　
近
年
、
過
疎
化
や
高
齢
化
だ
け
で
は
な
く
、

８
０
５
０
問
題
や
孤
食
の
問
題
な
ど
、
地
域
の

つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
周
囲
か
ら
見
え
づ
ら
い

生
活
課
題
を
抱
え
た
方
々
が
多
く
暮
ら
し
て
い

ま
す
。

　
当
法
人
は
救
護
施
設
の
ほ
か
、
障
が
い
者
支

援
施
設
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
小
規
模
多

機
能
ホ
ー
ム
、
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施

設
等
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
か
ら
、

大
正
地
域
の
連
合
町
内
会
等
と
の
協
働
に
よ
り

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、

障
が
い
者
な
ど
、
誰
で
も
来
ら
れ
る
交
流
の
場

と
し
て
地
域
食
堂
「
ほ
っ
こ
り
」
を
開
催
し
て

お
り
、
毎
月
１
０
０
名
近
い
方
が
利
用
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
、
障
害
者
総
合
支
援
法
や
介
護
保
険

法
、
生
活
保
護
法
に
も
と
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
を
通
じ
て
、

よ
り
地
域
に

根
ざ
し
た
福

祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
向

け
て
、
努
力

し
て
ま
い
り

ま
す
。

道内の福祉施設・事業所・
関係団体等の取り組みを
毎回ご紹介します

社会福祉法人
帯広太陽福祉会
救護施設東明寮

施設長／石川 尚樹

〒089-1242
帯広市大正町基線100番地34
TEL 0155-64-2333
FAX 0155-64-2332

〒060-0002  札幌市中央区北２条西７丁目 かでる2・7 ４階
TEL  011-231-8000／FAX  011-231-8003
ホームページ　https//www.akaihane-hokkaido.jp/ 

社会福祉法人  北海道共同募金会 お問合せ

検 索赤い羽根　北海道

SST（ソーシャルスキルトレーニング）に
よる生活訓練の様子

地域食堂「ほっこり」の準備中

（旧　　　   ）

今年も10月1日からスタート！赤い羽根共同募金運動

　今年も10月１日から全国一斉に77回目となる赤い羽根共同募金運動がはじまりました。
　共同募金への寄付金は、さまざまな社会課題や地域課題の解決に向け取り組む団体の活動など、
誰もが安心して暮らせるまちづくりのため、寄せられた地域内で役立てられているほか、地震や
豪雨等による大規模災害時においては都道府県域を越えても役立てられ、災害直後から被災地の
復旧・復興活動を大きく支える役割を担う「災害ボランティアセンター」の設置や運営など、即
応的に助成を行うための資金としても共同募金の一部は活用されています。
　今年も「じぶんの町を良くするしくみ。」である共同募金運動へ、皆さまのご協力をお願いいたします。

　令和４年度も北海道内外よ
り、みなさまのあたたかい支援
の気持ちとたくさんの募金が寄
せられました。寄せられた募金
は北海道内のさまざまな福祉活
動に活用されます。ご協力誠に
ありがとうございました。

北海道での令和４年度共同募金総額について

赤い羽根共同募金　募金ピンバッジ
　多くの方に「赤い羽根共同募金」へ関心を持っていただく
ことを目的として、また気軽に寄付にご協力いただけるしく
みとして、赤い羽根をデザインした寄付金つきのオリジナル
ピンバッジを製作しております。
　500円以上の募金協力でピンバッジを１個進呈しており、製
作費を除いた全額が赤い羽根共同募金へ寄託されます。右記
デザインのほか、道内の市町村において、各地域のご当地キ
ャラクターや景勝地等をモチーフにしたオリジナルピンバッ
ジを取り扱っておりますので、お近くの共同募金委員会へお
問合せください。

184,571,987円
22,640,000円
73,979,846円
387,127,659円
助 成 額助 成 内 容

179,207,418円

赤  い  羽  根  募  金（10/1～　3/31）
歳末たすけあい募金（12/1～12/31）

489,112,074円
（※令和３年度総額　６７８,２８２,８７２円）

668,319,492円令和４年度共同募金総額
≪運動期間：令和４年10月１日～令和５年３月31日≫第76回赤い羽根共同募金運動

子どもからお年寄りまで町の福祉活動のために
福祉施設や団体、NPO、ボランティアの活動のために
災害の備えや被災された世帯への支援のために
支援を必要とする人が安心して暮らすために

　令和４年度の共同募金助成に
ついて、全道の社会福祉協議
会、福祉団体、福祉施設、歳末
たすけあい見舞金等の事業を対
象に、右記のとおり決定いたし
ました。

令和４年度共同募金助成決定について

2023年デザインが
  新登場！
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2023年赤い羽根ピンバッジ

エゾナキウサギ 初音ミク
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東
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は
、
昭
和
42
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６
月
に
帯

広
市
が
道
東
唯
一
の
救
護
施
設
と
し
て
開
設
し

た
施
設
で
、
平
成
12
年
４
月
に
当
法
人
に
運
営

の
権
限
が
移
譲
さ
れ
た
後
、
平
成
15
年
８
月
に

現
在
の
場
所
に
移
転
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
。

■
救
護
施
設
を
ご
存
じ
で
す
か

　
救
護
施
設
は
生
活
保
護
法
に
も
と
づ
い
て
設

置
さ
れ
て
お
り
、
身
体
や
精
神
の
障
が
い
や
何

ら
か
の
課
題
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
、
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
困
難
な
方
々
が
入
所
し
て
い

ま
す
。
東
明
寮
で
は
こ
れ
ま
で
、
道
東
地
域
を

中
心
に
、
生
活
に
困
窮
す
る
方
々
を
受
け
入
れ

て
き
ま
し
た
。
道

内
で
は
東
明
寮
の

ほ
か
、
札
幌
市
、

函
館
市
、
歌
志
内

市
に
計
８
か
所
の

救
護
施
設
が
あ
り

ま
す
。

　
東
明
寮
で
は
、

入
所
支
援
の
ほ
か
、

地
域
生
活
を
目
指
し
て
生
活
訓
練
を
行
う
居
宅

生
活
訓
練
事
業
、
地
域
移
行
後
の
生
活
や
地
域

で
暮
ら
す
障
が
い
者
や
生
活
困
窮
者
を
支
援
す

る
保
護
施
設
通
所
事
業
、
一
時
入
所
事
業
、
生

活
困
窮
者
認
定
就
労
訓
練
事
業
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■「
も
う
一
度
地
域
に
出
て
暮
ら
し
た
い
」を
応
援

　
時
代
と
と
も
に
救
護
施
設
に
求
め
ら
れ
る
役

割
も
変
化
し
、
東
明
寮
で
も
地
域
生
活
と
の
循

環
型
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
平

成
22
年
に
居
宅
生
活
訓
練
事
業
を
開
始
し
ま
し

た
。
平
成
24
年
10
月
、
訓
練
を
終
了
し
た
利
用

者
の
生
活
の
場
と
し
て
、
障
が
い
者
共
同
生
活

援
助
事
業
所
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
せ
せ
ら
ぎ
」

を
開
設
し
、
同
時
に
地
域
で
の
生
活
を
支
え
る

た
め
、
東
明
寮
通
所
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
地
域
で
生
活
す
る
障
が
い
者
や
生

活
困
窮
者
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
平
成
30
年
に

は
生
活
困
窮
者
就
労
訓
練
事
業
の
認
定
を
受
け
、

「
地
域
暮
ら
し
安
心
相
談
会
」
を
市
内
２
か
所

で
開
始
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
入
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
本
来
目
指
し
て
い
た
活

動
は
ま
だ
道
半
ば
で
す
が
、
施
設
に
入
所
し
た

後
で
も
「
も
う
一
度
地
域
に
出
て
暮
ら
し
た

い
」
と
い
う
利
用
者
の
思
い
を
応
援
し
て
い
ま

す
。

■
福
祉
の
拠
点
と
し
て
地
域
と
つ
な
が
る

　
近
年
、
過
疎
化
や
高
齢
化
だ
け
で
は
な
く
、

８
０
５
０
問
題
や
孤
食
の
問
題
な
ど
、
地
域
の

つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
周
囲
か
ら
見
え
づ
ら
い

生
活
課
題
を
抱
え
た
方
々
が
多
く
暮
ら
し
て
い

ま
す
。

　
当
法
人
は
救
護
施
設
の
ほ
か
、
障
が
い
者
支

援
施
設
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
小
規
模
多

機
能
ホ
ー
ム
、
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施

設
等
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
か
ら
、

大
正
地
域
の
連
合
町
内
会
等
と
の
協
働
に
よ
り

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、

障
が
い
者
な
ど
、
誰
で
も
来
ら
れ
る
交
流
の
場

と
し
て
地
域
食
堂
「
ほ
っ
こ
り
」
を
開
催
し
て

お
り
、
毎
月
１
０
０
名
近
い
方
が
利
用
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
、
障
害
者
総
合
支
援
法
や
介
護
保
険

法
、
生
活
保
護
法
に
も
と
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
を
通
じ
て
、

よ
り
地
域
に

根
ざ
し
た
福

祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
向

け
て
、
努
力

し
て
ま
い
り

ま
す
。

道内の福祉施設・事業所・
関係団体等の取り組みを
毎回ご紹介します

社会福祉法人
帯広太陽福祉会
救護施設東明寮

施設長／石川 尚樹

〒089-1242
帯広市大正町基線100番地34
TEL 0155-64-2333
FAX 0155-64-2332

〒060-0002  札幌市中央区北２条西７丁目 かでる2・7 ４階
TEL  011-231-8000／FAX  011-231-8003
ホームページ　https//www.akaihane-hokkaido.jp/ 

社会福祉法人  北海道共同募金会 お問合せ

検 索赤い羽根　北海道

SST（ソーシャルスキルトレーニング）に
よる生活訓練の様子

地域食堂「ほっこり」の準備中

（旧　　　   ）

今年も10月1日からスタート！赤い羽根共同募金運動

　今年も10月１日から全国一斉に77回目となる赤い羽根共同募金運動がはじまりました。
　共同募金への寄付金は、さまざまな社会課題や地域課題の解決に向け取り組む団体の活動など、
誰もが安心して暮らせるまちづくりのため、寄せられた地域内で役立てられているほか、地震や
豪雨等による大規模災害時においては都道府県域を越えても役立てられ、災害直後から被災地の
復旧・復興活動を大きく支える役割を担う「災害ボランティアセンター」の設置や運営など、即
応的に助成を行うための資金としても共同募金の一部は活用されています。
　今年も「じぶんの町を良くするしくみ。」である共同募金運動へ、皆さまのご協力をお願いいたします。

　令和４年度も北海道内外よ
り、みなさまのあたたかい支援
の気持ちとたくさんの募金が寄
せられました。寄せられた募金
は北海道内のさまざまな福祉活
動に活用されます。ご協力誠に
ありがとうございました。

北海道での令和４年度共同募金総額について

赤い羽根共同募金　募金ピンバッジ
　多くの方に「赤い羽根共同募金」へ関心を持っていただく
ことを目的として、また気軽に寄付にご協力いただけるしく
みとして、赤い羽根をデザインした寄付金つきのオリジナル
ピンバッジを製作しております。
　500円以上の募金協力でピンバッジを１個進呈しており、製
作費を除いた全額が赤い羽根共同募金へ寄託されます。右記
デザインのほか、道内の市町村において、各地域のご当地キ
ャラクターや景勝地等をモチーフにしたオリジナルピンバッ
ジを取り扱っておりますので、お近くの共同募金委員会へお
問合せください。

184,571,987円
22,640,000円
73,979,846円
387,127,659円
助 成 額助 成 内 容

179,207,418円

赤  い  羽  根  募  金（10/1～　3/31）
歳末たすけあい募金（12/1～12/31）

489,112,074円
（※令和３年度総額　６７８,２８２,８７２円）

668,319,492円令和４年度共同募金総額
≪運動期間：令和４年10月１日～令和５年３月31日≫第76回赤い羽根共同募金運動

子どもからお年寄りまで町の福祉活動のために
福祉施設や団体、NPO、ボランティアの活動のために
災害の備えや被災された世帯への支援のために
支援を必要とする人が安心して暮らすために

　令和４年度の共同募金助成に
ついて、全道の社会福祉協議
会、福祉団体、福祉施設、歳末
たすけあい見舞金等の事業を対
象に、右記のとおり決定いたし
ました。

令和４年度共同募金助成決定について

2023年デザインが
  新登場！
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②市町村社会福祉協議会の取り組み ①市民活動団体の取り組み

北海道社会福祉総合基金一般公募助成金を活用し、地域で
支え合い地域を元気にする市民活動団体・活動をご紹介

道内の市町村社協における
独自の取り組みや活動を紹介

「ママナレッジ」で
正しい抱っこを学ぶ

「ママカフェ」クリスマス
パーティで全員集合

★特定非営利活動法人SDGs村・北海道★
理事長：宮澤 洋子
団体設立：令和3年1月8日　会員数：18名
住所：札幌市中央区南1条西24丁目1-11 LEADビル3階 スタジオpono
TEL：080-5832-0718（副理事長：川村）
E-mail：sdgshokkaido.miyazawa@gmail.com
HP：https://sdgs-village-hokkaido.studio.site/

☆北海道社会福祉総合基金とは☆
　昭和48年に民間福祉事業の進展のために設立された北海道社会福祉
協議会で管理・運営している基金です。基金の運用益を活用しながら、道
内の児童、障がい者、高齢者、地域福祉分野に対する様 な々福祉活動を行
う団体への助成事業を進めています。

　当法人は、SDGsを社会に広め行動することで、大好きな北海
道の海や陸の自然を守るとともに、完全な循環型社会を目指し、
子どもたちの未来に豊かな北海道を残すために活動しています。
　ここでは、令和４年度に北海道社会福祉総合基金の助成金を活
用して実施した「ママカフェ」「ママナレッジ」の活動につい
て、ご紹介します。

　法人を設立した令和３年、札幌市の円山裏参道で、月１回
の子ども食堂ponoをはじめました。みんなで楽しく、安心
できるものを食べる場所として、子育て世代の父母や子ども
たち、地域の方のために食事を提供しています。
　そんな中、子ども食堂の運営を担当したスタッフから、子
育て中に孤独や不安を感じても、他者と共有したり他者に共
感してもらえたりする機会がなかった、という声がありまし
た。そこで、子連れで行ける良質な絵本やおもちゃ、オーガ
ニックアイテムなどがそろっている場所、保護者と子どもが
心豊かに過ごせる場所、子どもと一緒に安心して過ごせる場
所をつくりたいとの思いから、「ママカフェ」「ママナレッ
ジ」が生まれました。
　「ママカフェ」は、子育て中のママたちが安心しておしゃ
べりできる場所を提供しようというもの。もう１つの「ママ
ナレッジ」は、ママたちの知りたい、学びたい、体験したい
という思いに応えるもの。育児のことはもちろん、さまざま
なテーマに沿ったワークショップなどを開催しています。
　以下に、「ママカフェ」「ママナレッジ」開催にあたって
の告知文を掲載します。

安心して語り、学び、支え合う場「ママカフェ」
　子育て中のママたち、子育てが終わった先輩ママたち、一緒に
おしゃべりしませんか？
　赤ちゃん、幼児、小学生、思春期の子。いくつになっても親に
とって子育ては常に手探り状態。
　一人ひとり、子どもが違うのは当たり前だとわかっていても、
ネットの情報通りに育っていないと不安になったり、ほかの子と
比べて焦ってしまったり…。

　でも、「これが正解！」なんてないと思うのです。「○○しな
ければならない。」なんてないのです。
　育児書に頼らず、日ごろの想いを語り合いませんか？
　不安や迷いを取り除きながら、共に語り、学び合い、楽しい子
育てをしていきましょう。

ママの知りたい・学びたいを応援「ママナレッジ」
　育児がスタートすると、子育て全
般のことはもちろん、食や健康のこ
と、発達のことなど気になること、
知りたいことがいっぱいです。
　そんなママの知りたい、学びたい
に応えるべく、いろいろなテーマに
沿ったお話会やワークショップを開
催します。そして、ママ自身の心や
からだのこと、働き方や暮らし方に
ついても学べる機会を設けます。
　ネットの情報だけでは得られない、
生のやり取りから生まれる学びの場
を体験してみてください。

　「ママカフェ」「ママナレッ
ジ」はいずれも、主に札幌市の
円山裏参道にあるスタジオpono
で開催しています。令和４年度
は「ママカフェ」を７回、「ママナレッジ」を３回開催しま
した（いずれも不定期開催）。
　今後も、子育て中の女性や子どもたちが笑顔で暮らし、未
来をつくる子どもたちが健やかに育つため、取り組みを行っ
てまいります。

きっかけは子ども食堂

今後の展望

　泊村は積丹半島の南西に位置し、青い海と緑の山の美しい
自然に恵まれています。人口は1,470人ほどの小さな村で
すが、美味しい海産物が豊富で観光客が多く訪れています。
また、泊村には原子力発電所があり、昔からエネルギーのふ
るさとと言われています。

　泊村社協では、泊村より各種
事業を受託しています。その中
でも「配食サービス事業」では、
平日週５日夕食の提供を行って
おり、村内の調理業者が毎日手
作りし、利用者の自宅まで配達しています。利用者は70歳
以上の高齢者が中心で、価格も安価で好評です。安否確認も
兼ねており、利用者が自宅で転倒していた場合などには、す
ぐに関係機関と連携できる体制が敷かれています。

　受託事業の１つである「デイサービス事業」では、生活相
談や送迎サービス、健康管理、入浴サービス、給食サービス、
日常生活動作訓練など、利用者一人ひとりに合わせた支援を
行っています。
　また、「ミニデイサービス事業」により、自宅に閉じこも
りがちな高齢者が要介護状態にならず生き生きとした生活を

送れるように運動や入浴、他の利用者との交流の場を提供し
ています。

　独自事業として、冬期間、ボラン
ティアによる「除雪サービス事業」を
実施しています。除雪が困難な高齢者
世帯を対象に、自宅玄関から道路まで
の動線を確保するため、除雪の支援を
行っています。積雪時に迅速に対応し
てくれるボランティアのご協力のおか
げで、この事業は継続できていると感じます。対象者からは、
冬期間安心して過ごせるとの声をいただいています。

　泊村社協では、村民一人ひとりの困りごとに対し、サービ
スがないから断るのではなく、どうしたら支援できるかを職
員全員で考えています。令和４年度は、金銭管理に不安があ
る方のための「金銭管理等支援事業」を開始したほか、令和
５年度には「ボランティアポイント事業」、「有償ボランティ
ア事業」がはじまりました。これまで社協の事業に携わって
きた住民が、ボランティアとして登録してくれています。こ
れからも、住民がお互いに支え合える仕組みを構築し、「社
協がいてくれて良かった」と思われるような安心できる地域
づくりを心がけたいと思います。

冬期間の心強いボランティア

泊村について

毎日の支援で円滑な連携

デイサービスで生き生きとした生活を

ひとりの困りごとからサービス構築へ

　法人運営事業職員６名、デイサービス職員９名の計15名です。
地域福祉推進のため、職員全員で協力しながら日々頑張っています。

泊村社協職員ってどんな人？？泊村社協職員ってどんな人？？泊村社協職員ってどんな人？？

特定非営利活動法人SDGs村・北海道
ママが生き生きと笑顔で
暮らせるための居場所づくりを

●所在地等：〒045-0202  古宇郡泊村大字茅沼村500番地の2
　　　　　　TEL：0135-75-3761　FAX：0135-75-3763
　　　　　　HP：http://www.tomarimura-syakyou.or.jp

（代表者：会長　小林 常次）

　北海道内には179の市町村があり、各市町村の社会福祉協議会（略称：社協）では、地域住民の皆様とともに、福祉の
まちづくり活動を行っています。今号では、泊村社協が行っている取り組みについてご紹介します。

泊村社会福祉協議会の活動を紹介します
令和5年度北海道社会福祉協議会会長表彰（優良社会福祉協議会）受賞

2023年度・明るい社会  第１号・⑧



②市町村社会福祉協議会の取り組み ①市民活動団体の取り組み

北海道社会福祉総合基金一般公募助成金を活用し、地域で
支え合い地域を元気にする市民活動団体・活動をご紹介

道内の市町村社協における
独自の取り組みや活動を紹介

「ママナレッジ」で
正しい抱っこを学ぶ

「ママカフェ」クリスマス
パーティで全員集合

★特定非営利活動法人SDGs村・北海道★
理事長：宮澤 洋子
団体設立：令和3年1月8日　会員数：18名
住所：札幌市中央区南1条西24丁目1-11 LEADビル3階 スタジオpono
TEL：080-5832-0718（副理事長：川村）
E-mail：sdgshokkaido.miyazawa@gmail.com
HP：https://sdgs-village-hokkaido.studio.site/

☆北海道社会福祉総合基金とは☆
　昭和48年に民間福祉事業の進展のために設立された北海道社会福祉
協議会で管理・運営している基金です。基金の運用益を活用しながら、道
内の児童、障がい者、高齢者、地域福祉分野に対する様 な々福祉活動を行
う団体への助成事業を進めています。

　当法人は、SDGsを社会に広め行動することで、大好きな北海
道の海や陸の自然を守るとともに、完全な循環型社会を目指し、
子どもたちの未来に豊かな北海道を残すために活動しています。
　ここでは、令和４年度に北海道社会福祉総合基金の助成金を活
用して実施した「ママカフェ」「ママナレッジ」の活動につい
て、ご紹介します。

　法人を設立した令和３年、札幌市の円山裏参道で、月１回
の子ども食堂ponoをはじめました。みんなで楽しく、安心
できるものを食べる場所として、子育て世代の父母や子ども
たち、地域の方のために食事を提供しています。
　そんな中、子ども食堂の運営を担当したスタッフから、子
育て中に孤独や不安を感じても、他者と共有したり他者に共
感してもらえたりする機会がなかった、という声がありまし
た。そこで、子連れで行ける良質な絵本やおもちゃ、オーガ
ニックアイテムなどがそろっている場所、保護者と子どもが
心豊かに過ごせる場所、子どもと一緒に安心して過ごせる場
所をつくりたいとの思いから、「ママカフェ」「ママナレッ
ジ」が生まれました。
　「ママカフェ」は、子育て中のママたちが安心しておしゃ
べりできる場所を提供しようというもの。もう１つの「ママ
ナレッジ」は、ママたちの知りたい、学びたい、体験したい
という思いに応えるもの。育児のことはもちろん、さまざま
なテーマに沿ったワークショップなどを開催しています。
　以下に、「ママカフェ」「ママナレッジ」開催にあたって
の告知文を掲載します。

安心して語り、学び、支え合う場「ママカフェ」
　子育て中のママたち、子育てが終わった先輩ママたち、一緒に
おしゃべりしませんか？
　赤ちゃん、幼児、小学生、思春期の子。いくつになっても親に
とって子育ては常に手探り状態。
　一人ひとり、子どもが違うのは当たり前だとわかっていても、
ネットの情報通りに育っていないと不安になったり、ほかの子と
比べて焦ってしまったり…。

　でも、「これが正解！」なんてないと思うのです。「○○しな
ければならない。」なんてないのです。
　育児書に頼らず、日ごろの想いを語り合いませんか？
　不安や迷いを取り除きながら、共に語り、学び合い、楽しい子
育てをしていきましょう。

ママの知りたい・学びたいを応援「ママナレッジ」
　育児がスタートすると、子育て全
般のことはもちろん、食や健康のこ
と、発達のことなど気になること、
知りたいことがいっぱいです。
　そんなママの知りたい、学びたい
に応えるべく、いろいろなテーマに
沿ったお話会やワークショップを開
催します。そして、ママ自身の心や
からだのこと、働き方や暮らし方に
ついても学べる機会を設けます。
　ネットの情報だけでは得られない、
生のやり取りから生まれる学びの場
を体験してみてください。

　「ママカフェ」「ママナレッ
ジ」はいずれも、主に札幌市の
円山裏参道にあるスタジオpono
で開催しています。令和４年度
は「ママカフェ」を７回、「ママナレッジ」を３回開催しま
した（いずれも不定期開催）。
　今後も、子育て中の女性や子どもたちが笑顔で暮らし、未
来をつくる子どもたちが健やかに育つため、取り組みを行っ
てまいります。

きっかけは子ども食堂

今後の展望

　泊村は積丹半島の南西に位置し、青い海と緑の山の美しい
自然に恵まれています。人口は1,470人ほどの小さな村で
すが、美味しい海産物が豊富で観光客が多く訪れています。
また、泊村には原子力発電所があり、昔からエネルギーのふ
るさとと言われています。

　泊村社協では、泊村より各種
事業を受託しています。その中
でも「配食サービス事業」では、
平日週５日夕食の提供を行って
おり、村内の調理業者が毎日手
作りし、利用者の自宅まで配達しています。利用者は70歳
以上の高齢者が中心で、価格も安価で好評です。安否確認も
兼ねており、利用者が自宅で転倒していた場合などには、す
ぐに関係機関と連携できる体制が敷かれています。

　受託事業の１つである「デイサービス事業」では、生活相
談や送迎サービス、健康管理、入浴サービス、給食サービス、
日常生活動作訓練など、利用者一人ひとりに合わせた支援を
行っています。
　また、「ミニデイサービス事業」により、自宅に閉じこも
りがちな高齢者が要介護状態にならず生き生きとした生活を

送れるように運動や入浴、他の利用者との交流の場を提供し
ています。

　独自事業として、冬期間、ボラン
ティアによる「除雪サービス事業」を
実施しています。除雪が困難な高齢者
世帯を対象に、自宅玄関から道路まで
の動線を確保するため、除雪の支援を
行っています。積雪時に迅速に対応し
てくれるボランティアのご協力のおか
げで、この事業は継続できていると感じます。対象者からは、
冬期間安心して過ごせるとの声をいただいています。

　泊村社協では、村民一人ひとりの困りごとに対し、サービ
スがないから断るのではなく、どうしたら支援できるかを職
員全員で考えています。令和４年度は、金銭管理に不安があ
る方のための「金銭管理等支援事業」を開始したほか、令和
５年度には「ボランティアポイント事業」、「有償ボランティ
ア事業」がはじまりました。これまで社協の事業に携わって
きた住民が、ボランティアとして登録してくれています。こ
れからも、住民がお互いに支え合える仕組みを構築し、「社
協がいてくれて良かった」と思われるような安心できる地域
づくりを心がけたいと思います。

冬期間の心強いボランティア

泊村について

毎日の支援で円滑な連携

デイサービスで生き生きとした生活を

ひとりの困りごとからサービス構築へ

　法人運営事業職員６名、デイサービス職員９名の計15名です。
地域福祉推進のため、職員全員で協力しながら日々頑張っています。

泊村社協職員ってどんな人？？泊村社協職員ってどんな人？？泊村社協職員ってどんな人？？

特定非営利活動法人SDGs村・北海道
ママが生き生きと笑顔で
暮らせるための居場所づくりを

●所在地等：〒045-0202  古宇郡泊村大字茅沼村500番地の2
　　　　　　TEL：0135-75-3761　FAX：0135-75-3763
　　　　　　HP：http://www.tomarimura-syakyou.or.jp

（代表者：会長　小林 常次）

　北海道内には179の市町村があり、各市町村の社会福祉協議会（略称：社協）では、地域住民の皆様とともに、福祉の
まちづくり活動を行っています。今号では、泊村社協が行っている取り組みについてご紹介します。

泊村社会福祉協議会の活動を紹介します
令和5年度北海道社会福祉協議会会長表彰（優良社会福祉協議会）受賞
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たくさんのご支援ありがとうございました。

寄付の受入状況

（令和5年2月1日～令和5年9月30日まで）

◎本会へのご寄付をいただきました。
日　時 寄 付 者（団体）名 寄　 付　 先 寄 付 内 容

令和5年2月～
令和5年8月 東洋羽毛北部販売株式会社 北海道社会福祉総合基金 金 30,613円

令和5年2月～
令和5年9月 一般社団法人いいことファーム 北海道社会福祉総合基金 金 463,200円

令和5年2月～
令和5年9月 日本ハムマーケティング株式会社 北海道社会福祉総合基金 金　 42,057円

令和5年3月 匿名 北海道社会福祉総合基金 金　  3,000円

令和5年3月～
令和5年9月 株式会社日本トリム 北海道社会福祉総合基金 金 70,400円

令和5年5月 ブックオフコーポレーション株式会社 北海道社会福祉総合基金 金 816円

（敬称略）

◎社会福祉施設等へのご寄付をいただきました。
日　時 寄 付 者 （団体）名 寄　 付　 先 寄 付 内 容

令和5年3月 札幌ユネスコ協会 北海道ボランティア・市民活動センター 金 50,000円

令和5年5月 一般社団法人ひまわり青少年育成基金 北海道真駒内養護学校 ベッド、マットレス

令和5年5月 北海道アイスクリーム協会 児童養護施設・養護学校等　54か所 アイスクリーム　3,964個

令和5年7月 木下サーカス株式会社 社会福祉施設　94か所
木下大サーカス札幌公演招待券

2,544枚

令和5年7月 公益財団法人報知社会福祉事業団
社会福祉施設　2か所、

老人クラブ連合会　3か所

日本プロゴルフ選手権招待券

120枚

令和5年7月 NECソリューションイノベータ株式会社 子ども食堂　2か所 食料品

令和5年8月 一般社団法人ひまわり青少年育成基金 市立札幌豊成支援学校 パークゴルフクラブ、ボール他

令和5年9月 サンマルコ食品チャリティ会 石狩管内の児童養護施設　7か所 金 1,300,000円

（敬称略）

寄付・寄贈の
ご報告
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北海道社会福祉協議会
北海道障がい者就労支援センター

授産製品紹介

道内の障がいを持った方々が、そ
の人の個性や能力に合わせなが
ら、施設や作業所で、自立生活に
向けた作業・訓練の一環として
作っている製品をご紹介します。

＜ナイスハートネット北海道からお申し込みいただけます＞
　北海道社会福祉協議会では、北海道が推進する「障がい者就労支援推進計画」に基づき、企業や団体と授産事業所を
マッチングさせ、授産事業所等の商品、役務を広く企業や団体の方にご利用頂くためにホームページを開設していま
す。今回ご紹介した商品も取り扱っており、ホームページ上で仮申し込みができます。
（ホームページ上では決済できないため、申し込みを一旦道社協において受け付け、事業所へ発注します。）

　ホームページアドレス　http://nice-heart-net.jp/ ナイスハートネット 検 索
クリック

受賞者には表彰状が贈られた

問い合わせ先
TEL 015-482-1026
社会福祉法人てつなぎ
上川郡弟子屈町中央1丁目2番15号

社会福祉法人てつなぎ
てつなぎ工房［弟子屈町］

商 品 名
・生椎茸（200ｇパック入り）� 280円（税別）

（200ｇLS袋入り）� 230円（税別）

・乾燥椎茸（60ｇスライス）� 600円（税別）

（90ｇホール）� 800円（税別）

・リサイクル石けん
（粉石けん�１kg）� 370円（税別）

（プリン石けん�500ml）� 170円（税別）

（固形石けん�200g�）� 170円（税別）

・ポンポンシマエナガ
（羊毛フェルトマスコット）� 5，500円（税込）

・こずえカレンダー（Ａ３）� 1，100円（税込）

（Ａ４）� 550円（税込）

・アカエゾマツエッセンシャルオイル
（３ml）� 3，300円（税込）

※ 生椎茸及び乾燥椎茸、リサイクルせっけんの価格は変
更する場合がありますので、予めご了承ください。

北
海
道
社
会
福
祉
大
会
を
開
催

北
海
道
社
会
福
祉
大
会
を
開
催

第70回

レポートレポート

　てつなぎ工房では、菌床椎茸の栽培ほか、
雑貨及びリサイクル石けん製造・販売を行
っています。
　当事業所自慢の菌床椎茸は、平成30年に
開催された「北海道きのこ品評会」の「菌
床生しいたけ部」で最優秀賞を受賞してい
ます。地元弟子屈町の摩周温泉熱を利用し
て栽培しており、肉厚で食べ応えがある商
品です。
　また、廃食用油をリサイクルした石けん
やシマエナガシリーズのマスコットは、お

客様から根強い人気があり、大変好評をい
ただいています。シマエナガシリーズのマ
スコットは、お客様が希望するデザインで
オリジナル商品を作成することも可能です。
　当事業所の商品は、当法人のホームペー

ジ（http://www.tetsunagi.jp/）の「てつ
なぎショップ」より購入できます。また、
道の駅「摩周温泉」でも販売していますの
で、近くにお越しの際は、ぜひお立ち寄り
ください。

表彰者・受賞者による記念撮影
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催
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法人ホームページの
ＱＲコード
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〈SJ22-12223より抜粋して作成〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

＜重 要＞

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償

プラン
1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円 550円

65,000円

32,500円

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

＊3月末までに契約手続きが完了し、前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

特定感染症
重点プラン

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

https://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラから

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

令和５年度
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今号ではSDGsについて特集しました。SDGsは私たちの日常生活と深く関わっていることが、お分かりいただけたのでは
ないでしょうか。持続可能な社会の実現に向けて、一人ひとりができることから取り組んでいきたいですね。

※

『
明
る
い
社
会
』は
、赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
助
成
金
を
受
け
て
作
成
し
て
い
ま
す

No.699

じぶんの町を
良くするしくみ。

赤い羽根共同募金
ここにも役立てられています
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寄付・寄贈のご報告
授産製品紹介「きらきらマルシェ」
レポート 第70回北海道社会福祉大会を開催

 特 集　「福祉とSDGs ～持続可能な社会を実現するために～」 2

道内福祉施設･事業所･団体紹介「はぁとステーション」
共同募金会からのお知らせ

「ほっとチャンネル」①市民活動団体の取り組み
　　　　　　　　　　　②市町村社会福祉協議会の取り組み 
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